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【課題の概要】 

 安全な通信を可能とする量子ネットワークの実現には、優れ

た光学特性及びスピン特性を有する固体量子光源が必要だが、

これまでにそうした光源は見いだされていない。本研究は応募

者のグループがこれまでに発見した、スズ－空孔(SnV)及び鉛－

空孔(PbV)の研究を推進し、安定した発光でミリ秒のスピンコヒ

ーレンス時間を有する量子光源の実現を目指す。 

 

【学術的意義、期待される研究成果等】 

 固体量子系の大きな課題は、光・スピン特性を支配する電荷

制御をいかに安定に行えるかである。本研究では、複数レーザ

による電荷遷移ダイナミクスの制御を行い、また、高品質化技

術、半導体デバイスを用いたアプローチから安定な量子ネット

ワークデバイスの創製を目指す。これらによって、都市間量子

ネットワークの実現や量子コンピュータの発展などが期待され

る。 

 


